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研究成果の概要（和文）：異文化体験ゲームBARNGAを用いた人間間での実験データを分析した結果から，少人数
で異文化体験を行うことが可能な全く新しい異文化体験ゲーム「異文化の体験の国：Country of 
Cross-Culture」を考案した．実験参加者の調査において，複数の擬人化エージェントによる集団圧力の効果
と，BARNGAにおける130名の実験参加者の異文化体験効果と同様の効果を提案システムにおいて確認することが
できた．これは，擬人化エージェントを用いた会話システムにより，人間によって形成される議論の雰囲気と同
様の効果を，人間に対して実現できたことを示しており，特筆すべき点である

研究成果の概要（英文）：We devised a completely new cross-cultural experience game "Country of 
Cross- Culture" from the result of analyzing experimental data among humans using Cross-cultural 
experience game BARNGA. This made it possible for life-like agents and game participants to 
experience different cultures. In the survey of the participants in the experiment, it was possible 
to confirm the effect of collective pressure by multiple life-like agents and the same effect as the
 cross-cultural experience effect of 130 expert participants in BARNGA in the proposed system. This 
is a remarkable point, which indicates that human beings could realize the same effect as the 
atmosphere of discussion formed by human beings by the conversation system using life-like agents.

研究分野： 人工知能，ヒューマンエージェントインタラクション

キーワード： 人工的雰囲気　異文化体験　インタラクションデザイン　雰囲気工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

今日，人間と共に生活することを目的とし
た人間共生タイプのロボットや擬人化エー
ジェントが活躍するようになってきた．この
ことは，このタイプの自律ロボットやエージ
ェントの研究が近年急速に発展してきたた
めであり，学術的にも HRI（Human-Robot 

Interaction ） や HAI （ Human-Agent 

Interaction）といった研究分野が確立されつ
つある．特に日本は世界と比べても人間との
コミュニケーションに重点をおいた研究開
発が活発に行われている． 

人間と擬人化エージェントとのコミュニ
ケーションの実現には「人間の意図理解，表
出」に関わる機能が密接に関係しており，視
線，言語，ジェスチャ，姿勢，外観，触感，
音，動きといった要素を擬人化エージェント
が表出することによる直観的な人らしい人
工物の開発が行われている．一般に人間同士
のコミュニケーションでは，意味の伝達は発
話に代表される言語情報により明示的に行
われるが，それ以外の顔の表情，視線，身振
りなどの非言語情報の重要性が指摘されて
いる．また，Mehrabian らの研究によると，
発話者から感情や態度について矛盾したメ
ッセージが発せられたときの相手の受けと
め方について調査した実験において，発話の
内容などの言語情報は 7 ％，口調や発話の早
さなどの聴覚情報が 38 ％，見た目などの視
覚情報が 55 ％の割合で，他人に影響を及ぼ
すことが報告されている．この実験では，「メ
ッセージの受け手が言葉の内容よりも声の
調子や身体言語といったノンバーバル情報
を重視する」という事を指摘している．小野
らは，人がロボットのマインドを推測するこ
とで，不明瞭な音声であってもそれが補完さ
れることを示している．これらの研究が示す
ように，擬人化エージェントなどの自律シス
テムが人と柔軟にコミュニケーションする
には，ノンバーバルなインタラクションをう
まく設計することが重要である．一方，現在
の HRI，HAI 研究においては，集団が構築す
る雰囲気と集団への適応に関する原則的な
アプローチは現在の処存在しない．この集団
の雰囲気と適応に関する問題は逆に考えれ
ば，人間のこれまでの意識を根本から変え，
様々な人間とうまくコミュニケーションす
るロボットや，個性的なロボットを開発する
ための基幹技術になり得る． 

ノンバーバルなインタラクションに基づ
いて社会のルールを体験するゲームとして，
異文化体験シミュレーション BARNGA（バ
ルンガ）（図 2）(4)がある．BARNGA は，教
育を目的とした簡単なトランプゲームで，そ
の仕組みにより異文化体験を行うことがで
きることで企業の研修や教育現場などで世
界的に利用されている．申請者らは，これま
でに BARNGA に基づき，人間同士，または，
エージェントと人間がオンライン環境でコ
ミュニケーションを行う Online BARNGA

の開発を行ってきた．これにより，集団環境
において，人間がどのように集団に適応しよ
うとするのかについて，エージェントと人間
の行為系列の分析，fNIRS による人間の脳活
動測定，アンケートによる印象評価などによ
り，多くの知見を得てきた． 

しかしながら，集団中に存在し，人間が主
観的に感じる集団圧力に代表される集団の
雰囲気がどのように構成されるのかについ
ては，未だ解明されていなかった．そこで，
本研究では，異文化体験シミュレーションを
用いて，擬人化エージェントと人間による集
団の身体的インタラクションによって人工
的に構成される雰囲気が，人間の印象に与え
る影響を調べ，集団の雰囲気の解明およびモ
デル化を行なうことを着想するに至った． 

 

２．研究の目的 

本研究では，擬人化エージェントと人間と
の間の集団の雰囲気に注目し，人工的雰囲気
のモデル化と集団の雰囲気の創出を行うこ
とを目的とする．まず，人間の感情に影響を
与える異文化体験シミュレーションを実装
し，人工的に集団の雰囲気を形成するシステ
ム環境を構築する．構築したシステムを用い
て，擬人化エージェント集団の身体的インタ
ラクションにより人工的に構成される集団
の雰囲気が人間の印象に与える影響を調査
し，人工的雰囲気のモデル化およびその創出
効果の分析を試みる．このモデルに基づいて
振る舞いを表出する機構を擬人化エージェ
ントに実装することで，仮想集団において擬
人化エージェントの身体的インタラクショ
ンにより生成される人工的雰囲気が人間の
集団適応行動を誘発することを被験者実験
により検証する． 

 

３．研究の方法 

(1)主に身体的な方法でしかコミュニケー
ションができない異文化設定状況における
擬人化エージェントと人間間のインタラク
ション過程を分析することで，集団のルール
を認知するための行為系列が存在している
か明らかにする． 
 
(2) (1)で得られたデータに基づき，擬人化
エージェントと人間間でのインタラクショ
ンでは個々の行為集合の意味が社会的に理
解されることを実証することで，非言語コミ
ュニケーション環境であっても社会の暗黙
のルールを推定できることを明らかにする． 
(3) 異文化体験実験のインタラクション過
程データから共通したパターンを抽出し，人
工の集団雰囲気の妥当性をデータに基づい
て検討，モデル化を試みる． 
(4) (3)で構築したモデルに基づいたエージ
ェントと人間との身体的方法でデザインさ
れたインタラクションを通して，エージェン
ト集団の行為集合によって人間の「集団適
応」を誘発する社会を仮想的に構成可能かど



うかを検証する．これを集団適応問題とする． 
 
４．研究成果 
 
異文化体験ゲーム BARNGA を用いて，人間

間での実験により得られた 130人の実験デー
タを分析し，各被験者の主観的評価を分析し
た．これらの結果をもとに，議論を行いなが
ら，少人数で異文化体験を行うことが可能な，
全く新しい異文化体験ゲーム「異文化の体験
の国：Country of Cross-Culture」を考案し
た．エージェントの実装には，名古屋工業大
学が開発した MMD Agent を用いて，3 人の擬
人化エージェントとゲームの参加者が 3 対 1
で，異文化を体験することが可能になった．
Wizard of oz 法にて，3人の操作者が，擬人
化エージェントを操作可能なように，ソケッ
ト通信により，ボタンやチャット形式でエー
ジェントを自在に操作できるような，インタ
フェースを実装した．これらを，モダニティ
の PC用大型システムチェアーEmperor1510に
実装し，PCと小型液晶 3台により疑似的に集
団圧力を増幅する環境を構築した．以上によ
り，仮想集団により異文化生成を行い，その
効果の調査を行った．BARNGA と同様の異文化
の効果を参加者に与えることができること
を確認した． 
 
従来の異文化体験ゲーム BARNGAなどでは，

基本的にゲーム中に会話を行うことができ
なかったが，開発した異文化体験システムで
は，会話を行いながら，異文化を体験できる
システムとなっている．成果として，システ
ムを用いた 18 名の実験参加者の調査をまと
めた BARNGAと同じ異文化体験効果を検証し，
複数の擬人化エージェントによる集団圧力
の効果と，130 名の実験参加者の調査をまと
めた BARNGA と同様の異文化体験効果を
Country of Cross-Culture においても確認す
ることができた．これは，擬人化エージェン
トを用いた会話システムにより，人間によっ
て形成される議論の雰囲気と同様の効果を，
人間に対して実現できたことを示しており，
特筆すべき点であると考える． 
 
 これらの成果を踏まえ，複数のエージェン
トやロボットに集団の効果を実装し，応用研
究としてその影響を調査する研究を行った． 
これらすべての成果として，論文誌１編，解
説１編，招待講演１件，審査員特別賞や学生
優秀インタラクティブ発表賞，優秀賞など 4
件の賞が授与された． 
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はこだて未来大学 ，北海道函館市 
(2015.5.31) 

 

㉖ 片上大輔： 雰囲気工学～雰囲気を知り雰
囲気を創出する～，電子情報通信学会ヒ
ューマンコミュニケーション基礎合同研
究会（HCS＆VNV），立命館大学朱雀キャン
パス，京都府京都市 (2014.8.22) 招待講

演 

 

㉗ 片上大輔，宮澤和也，大村英史，小林一
樹，田中貴紘，湯浅将英，新田克己：
Country of Cross-Culture：異文化体験
ゲームを用いた雰囲気の生成と教育教材
システムの開発，第 28 回人工知能学会全
国大会，2L4-OS-27a-2，ひめぎんホール，
愛媛県松山市 (2014.5.13) 

 

㉘ 小林一樹，湯浅将英，片上大輔，田中貴
紘：わずかな動作タイミングの違いがつ
くるエージェントの雰囲気，第 28回人工
知能学会全国大会，2L5-OS-27b-3 ，ひめ
ぎんホール，愛媛県松山市 (2014.5.13) 

 

㉙ 湯浅将英，森見久美子，片上大輔，小林
一樹，田中貴紘：仲の良い雰囲気を示す
抽象表現のデザイン，第 28 回人工知能学
会全国大会，2L5-OS-27b-5，ひめぎんホ
ール，愛媛県松山市 (2014.5.13) 

 

㉚ 片上大輔，宮澤和也，大村英史，小林一
樹，田中貴紘，湯浅将英，新田克己：異
文化体験ゲームによる人工的雰囲気の生
成とインタラクションデザイン，情報処
理学会知能システム研究会, SIG-ICS，
Vol.2，pp.1-11，ホテル甘露の森，北海

道虻田郡ニセコ町 (2014.3.2) 

 

㉛ 宮澤和也，片上大輔，大村英史，小林一
樹，田中貴紘，湯浅将英，新田克己：異
文化体験ゲームによる人工的雰囲気の生
成とインタラクションデザイン，第 2 回
HSSデザインコンテスト 2014，HSS-16-12，
東 京 工 芸 大 学 ， 神 奈 川 県 厚 木 市 
(2014.3.8) 優秀賞 
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